19　説話　古今著聞集　怪力男の心を揺さぶるもの　着眼点　読解③
静賢法印（法印）のもとにいた元服したばかりの少年（小冠）と力自慢の男が争いになった。小冠は重傷を負いながらも、男を組み伏せて馬乗りになった。
「汝、これほどにⓐなりたれば、害せむ事とどこほりあるべからず。ただしわが疵痛手にて、必ずⓑ死ぬべき身なり。功徳に汝が命助けむ。最後に罪つくりて㋐よしなし」と言ひて、事なくて下りぬ。さて法印の前に行きて、「かかることこそ候ひつれ」とて、事の次第はじめより申して、やがて倒れ臥して死ににけり。㋑ゆゆしかりける剛の者なりかし。敵の男、日ごろ大力の者とて人におぢⓒられつれども、さばかりの小冠を敵に得て、①突き殺したるだに思はずなるに、果てには圧し伏せられて、刀奪ひ取られて、②すでに害せられぬべかりけるが、慈悲に任せてゆるされにける、日ごろの剛の者のおぼえ、何のやくか侍るや。かの男、この事を悔いて、死にたる小冠が父のもとに行きて言ひけるは、「我かかる誤りを仕うまつりて侍り。すでに殺されぬべかりつるを、しかじかのたまひて、命をばゆるし給へⓓるなり。③この事悔いてもあまりあり。かの怨敵なれば、はやくいかにもし給ふべし」と言ひけるを、父聞きて、「思ふやうありてこそ、さやうにもゆるし申しけめ。汝を殺したりとても、わが子生きかへりて来まⓔじ」とて、ともかくもせざりけり。その時この男、やがてそこにて本取切りて、かの父に取らせて、高野へとてぞ行きける。
語注

本取＝髪を頭の上で束ねた部分。

高野＝和歌山県高野山。金剛峯寺がある。
問一　下段「内容わしづかみ」の空欄に本文中の語句を書き入れよ。
自分が［　　　　］ことを確信した［　　　　］は、［　　　　］として男を許し、法印に事のあらましを話して息絶えた。男は自分の過ちを［　　］て小冠の［　］に会いに行った。小冠の［　　　］は、［　　　　　　］の思いを汲んで男を許したので、男は［　　　　］を切った。
問二　波線部㋐・㋑の意味を答えよ（終止形でよい）。　〈4点×2〉
㋐［　　　　　　　　　　］㋑［　　　　　　　　　　］
問三　二重線部ⓐ〜ⓔの文法的説明として正しいものを一つ選べ。　〈3点〉
ア　ⓐは断定の助動詞「なり」の連用形
イ　ⓑは強意の助動詞「ぬ」の終止形
ウ　ⓒは自発の助動詞「らる」の連用形
エ　ⓓは完了の助動詞「り」の連体形
オ　ⓔは打消推量の助動詞「じ」の終止形
問四　破線部を品詞分解し、文法的に説明せよ。　〈4点〉

ゆ　　る　　さ　　れ　　に　　け　　る

問五　傍線部①・②を現代語訳せよ。　〈5点×2〉

①［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

②［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

問六　傍線部③とあるが、どのようなことか。四十字以内で答えよ。　〈15点〉

問七　本文の内容に合致するものを一つ選べ。　〈10点〉

ア　小冠は世間で評判の男を殺してしまうと自分が汚名を着ることになりかねないと考え、殺すことをためらった。

イ　力自慢の男が小冠を殺してしまったいきさつを静賢法印にすべて話したところ、法印から自分の過ちを諭された。

ウ　小冠の父親は息子の様子を知りたがったが、力自慢の男は自分の過ちを悔いるばかりで、死に際については語らなかった。

エ　小冠の父親は力自慢の男から息子が死んだ事の顚末を聞いて息子の無念を思ったが、復讐する気持ちを思い止めた。
オ　力自慢の男は小冠の父親のもとに謝罪に訪れたが、父親の言葉に心を打たれ、出家することを決意した。
【解答】
問一　自分が［死ぬ］ことを確信した［小冠］は、［功徳］として男を許し、法印に事のあらましを話して息絶えた。男は自分の過ちを［悔い］て小冠の［父］に会いに行った。小冠の［父］は、［わが子］の思いを汲んで男を許したので、男は［本取］を切った。
問二　㋐＝つまらない　㋑＝すばらしい　〈4点×2〉
問三　エ　〈3点〉

問四　ゆるさ（サ行四段活用動詞「ゆるす」未然形）／れ（受身の助動詞「る」連用形）／に（完了の助動詞「ぬ」連用形）／ける（過去の助動詞「けり」連体形）　〈4点〉

問五　①＝突き殺したことでさえ意外なことであるのに、　〈5点×2〉

②＝もはや殺されてしまいそうだったが、

問六　小冠は慈悲深い心で自分の命を助けてくれたのに、自分が小冠を死なせてしまったこと。（40字）　〈15点〉

問七　オ　〈10点〉

【補充問題】

問１　「日ごろの剛の者のおぼえ、何のやくか侍るや」（６行目）とあるが、その理由を説明した次の文の空欄に入る適当なことばを、それぞれ二十字以内で答えよ。

力自慢の男が〔　①　〕ことさえ意外なことなのに、まして〔　②　〕ことはなおさら驚きだと言うこと。

問２　「思うやうありてこそ、さやうにもゆるし申しけめ」（９行目）とあるが、若者が力自慢の男を許したのはどのように思ったからか。本文中から十字以内で抜き出せ。

【補充問題解答】

問１　①取るに足りない若者を相手にして突き殺した（20字）　
②若者に押し伏せられ刀を奪われ殺されかけた（20字）
問２　功徳に汝が命助けむ（9字）
